
第２３回宮崎海岸市民談義所

国土交通省 宮崎河川国道事務所

宮崎県

日時：平成26年9月7日（日）11：00～13：00

場所：宮崎市佐土原地区交流センター

議事次第

本日の流れ

≪埋設護岸（サンドパック工法）現地見学会≫

≪室内談義≫

１．宮崎海岸の侵食対策の概要

２．第22回宮崎海岸市民談義所の振り返り

３．台風通過に伴う埋設護岸の変状について

４．宮崎海岸の工事と海岸の状況変化

５．今後の予定

６．その他
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１．宮崎海岸の侵食対策の概要
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宮崎海岸の侵食対策 - 5 -
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宮崎海岸侵食対策の技術検討の流れ
～技術検討から対策の実施と効果検証～
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宮崎海岸ステップアップサイクル

どのような方法をとればよいかを検討・実施し、効果を確認しながら、修正・改善を加えて、
対策を着実に進める。

Ａ：修正 Ｃ：確認

Ｄ：実行Ｐ：計画

効果を確認

現象の複雑さ
予測の不確実性

宮崎海岸侵食対策は、
「侵食対策の検討、計画」から、
「侵食対策の実施、効果・影響の確認」の段階に。



体制と運営方針
～委員会、技術分科会、効果検証分科会、市民談義所～
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宮崎海岸トライアングル

宮崎海岸の砂浜の保全を目的として、行政・市民・専門家が三者一体となって進める。



侵食対策効果検証の全体フローと各所の役割
- 8 -

効果検証の全体フロー
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２．第22回宮崎海岸市民談義所の振り返り



（1）第22回宮崎海岸市民談義所の開催概要
①開催概要

□開催日：平成25年10月2日（水）

□場所：佐土原総合文化センター 研修室

□参加した市民：33名

□議事概要：
１．宮崎海岸の侵食対策の概要

２．第21 回宮崎海岸市民談義所の振り返り

３．技術分科会、効果検証分科会、委員会の結果報告

４．侵食対策工事等の予定・地元説明

５．サンドパックについての解説

６．今後のスケジュール
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佐藤委員長の講演(サンドパックについての解説)の様子市民連携コーディネータによる進行

「技術分科会、効果検証分
科会、委員会の結果」「侵
食対策工事等の予定・地元
説明」について報告し、質
疑応答を行った。

さらに、佐藤委員長より
「 サ ン ド パ ッ クにつ
いての解説」と題して、サ
ンドパック工法に関する海
外事例や今後の展望等に関
する講演をしていただき、
質疑応答を行った。



（1）第22回宮崎海岸市民談義所の開催概要
②佐藤委員長の講演（サンドパックについての解説）
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説明の要旨

□宮崎海岸では、侵食で浜崖が内陸側に後退するにつれて砂丘頂部の高さが低くなり、高波や津波に対
して脆弱な海岸になってしまうことから、砂丘の急激な侵食を食い止める必要性が指摘されていた。

□サンドパックは、高波に対しても安定性を確保できる構造物として設計可能であること、背後の砂浜
を保全する効果があることが室内実験でわかってきた。

□このような背景から、浜崖の急激な後退を防ぐ埋設護岸への適用を目指すこととなった。

□サンドパックの埋設護岸への適用においては、移動の抑制と洗掘による沈下の防止が課題であったが、
それらの課題が埋設護岸の実用化に向けた様々な検討によりクリアされた。

□コンクリートに代わる素材としてサンドパックを埋設護岸に用いるという結論に至った。

□国内では宮崎海岸が本施工として初の事例となるため、十分な監視体制のもとで科学的なデータを積
み重ねることで、効果を検証していくことが必要である。

講演の後、市民から「海外事例と宮崎海岸との違い」、「地盤沈
下の考慮」、「洗掘対策」などについての他、多くの質問があり、佐
藤委員長から回答を頂いた。

質疑・応答
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３．台風通過に伴う埋設護岸の変状について



（1）埋設護岸設置以降の経緯 - 13 -

■ 平成26年1月 サンドパックの設置作業の完了

■ 〃 3月 サンドパックの埋設完了

■ 〃 7月前半 台風8号による波浪が来襲

■ 〃 7月末～8月頭 台風12号による波浪が来襲

■ 〃 8月6日巡視 埋設護岸に異常は見られず

■ 〃 8月7日 埋設護岸の変状を発見

■ 〃 8月8～9日 台風11号による波浪が来襲

■ 〃 8月10日 埋設護岸の変状拡大を発見



（2）台風11号の来襲 - 14 -

■台風11号の外力

台風11号

【サンドパックの変状が発生したと推定される期間中】
最も高かった潮位：T.P.+0.68m（8月7日2時） 宮崎港観測潮位
最も高かった有義波：H1/3=2.2m、T1/3=13.0s（8月7日5時20分） NOWPHAS宮崎日向灘沖GPS
波向：期間を通じてほぼS方向（南からの波） NOWPHAS宮崎日向灘沖GPS

【台風11号通過時】
最も高かった潮位：T.P.+1.65m（8月9日17時） 宮崎港観測潮位
最も高かった有義波：H1/3=7.81m、T1/3=11.3s（8月9日13時40分）NOWPHAS宮崎日向灘沖GPS

・平成26年8月1日～2日にかけて九州の西側を台風12号が通過した後、8月6～9日にかけて台風11
号による波浪が宮崎海岸に来襲し、サンドパック、アスファルトマットの変状が発生。

サンドパックの越波状況（平成26年8月9日）
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平成２６年８月７日の状況



（3）平成２６年８月７日の状況

■サンドパックの露出

平成26年1月撮影（サンドパック設置完了後）
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①
②③

③後方下段

①上段

②前方下段



サンドパック中詰材流出箇所（8k430）を南より望む

サンドパック（下段）
中詰材流出箇所

サンドパック（上段）

Aｓマット

■サンドパック平面図

8k430・

（3）平成２６年８月７日の状況 - 17 -



サンドパック中詰材流出箇所（8k430）を北より望む

サンドパック（前方下段）
中詰材流出

サンドパック（上段）

Aｓマット

8k430・

■サンドパック平面図

（3）平成２６年８月７日の状況 - 18 -



立入禁止措置状況
【サンドパック中詰材流出箇所（8k4３0）を南より望む】

サンドパック（前方下段）
中詰材流出箇所

木杭とトラロープとラミネートに
よる立入禁止措置

（L=150m）

8k430・

■サンドパック平面図

（3）平成２６年８月７日の状況 - 19 -



（3）平成２６年８月７日の状況

Asマット露出区間終点（8k700）より南を望む

サンドパック（上段）

サンドパック（前方下段）

Aｓマット

8k700・

■サンドパック平面図
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サンドパック下段露出区間起点（8k700）より北を望む

サンドパック（上段）

サンドパック（前方下段）

8k700・

■サンドパック平面図

（3）平成２６年８月７日の状況 - 21 -



平成２６年８月１０日の状況
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（4）平成26年8月10日の状況 - 23 -

・多くの箇所でサンドパックが露出。波浪は作用するものの浜崖後退は生じていない

・背後養浜も概ね安定

② H26.8.12撮影

③ H26.8.12撮影

■埋設護岸による浜崖後退防止

埋設護岸施工範囲（大炊田海岸） L=1,580m
アスファルトマットめくれ等

サンドパック変状H26.1撮影（サンドパック設置完了時）
③

②

浜崖後退なし

N
L=300m

①

① H26.8.10撮影
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（4）平成26年8月10日の状況 - 24 -

①
②③

③後方下段

①上段
②前方下段

■埋設護岸の一部変状



①；サンドパック変状箇所Ａ

■サンドパック平面図

①

サンドパック（上下段）
中詰材流出

サンドパック（後方下段）

（4）平成26年8月10日の状況 - 25 -



段差高さ約3m段差高さ約1m

■サンドパック平面図

②

サンドパック（上下段）
中詰材流出

サンドパック（後方下段）

②；サンドパック変状箇所Ａ

（4）平成26年8月10日の状況 - 26 -



③；サンドパック変状箇所Ａ

■サンドパック平面図

③

サンドパック（上下段）
中詰材流出

サンドパック（後方下段）

（4）平成26年8月10日の状況 - 27 -



段差～砂丘法尻；約12.3ｍサンドパック中心（下段陸側）～段差；約13.0ｍ

■サンドパック平面図

⑤

⑤；サンドパック変状箇所Ａ （背後養浜）

（4）平成26年8月10日の状況 - 28 -



⑥；アスファルトマット露出

■サンドパック平面図

⑥

Aｓマット露出

（4）平成26年8月10日の状況 - 29 -



アスファルトマットのめくれ

■サンドパック平面図

⑦

⑦；アスファルトマットめくれ

（4）平成26年8月10日の状況 - 30 -



⑧；サンドパック変状箇所Ｂ

破れ幅約８ｃｍ

■サンドパック平面図

⑧

サンドパック（前方下段）
中詰材一部流出

（4）平成26年8月10日の状況 - 31 -



⑨；サンドパック上段外側シート摩耗

■サンドパック平面図

⑨

サンドパック（上段）
損傷

（4）平成26年8月10日の状況 - 32 -



⑩；サンドパック変状箇所Ｃ

破れ幅約５ｃｍ

■サンドパック平面図

⑩

（4）平成26年8月10日の状況 - 33 -



⑪；アスファルトマット番線飛び出し

至る所にアスファルトマットの
番線

■サンドパック平面図

⑪

（4）平成26年8月10日の状況 - 34 -



⑫；アスファルトマット流出

■サンドパック平面図
⑫

アスファルトマットの破損

（4）平成26年8月10日の状況 - 35 -



⑬；サンドパック変状箇所Ｄ
※中詰材の流出箇所不明

■サンドパック平面図

⑬

サンドパック（前方下段）
中詰材一部流出

アスファルトマットの変形

（4）平成26年8月10日の状況 - 36 -



⑭；アスファルトマットめくれ

■サンドパック平面図

⑭

アスファルトマットの破損

（4）平成26年8月10日の状況 - 37 -



⑮；アスファルトマット露出（めくれ無し）

■サンドパック平面図

⑮

アスファルトマットの露出

（4）平成26年8月10日の状況 - 38 -



⑯；アスファルトマット片の流出

■サンドパック平面図

⑯

アスファルトマットの破損

（4）平成26年8月10日の状況 - 39 -



⑰；サンドパック背後養浜状況
サンドパック中心（上段）～段差；約9.4ｍ

段差高さ約1.2m

■サンドパック平面図

⑰

（4）平成26年8月10日の状況 - 40 -



埋設護岸全景（南側から望む）

■サンドパック平面図

（4）平成26年8月10日の状況 - 41 -



（4）平成２６年８月１０日の状況 - 42 -

■埋設護岸の損傷箇所

部位
下段サンドパック

変状箇所Ａ(8/7発見) 変状箇所Ｂ(8/10発見) 変状箇所Ｃ(8/10発見) 変状箇所Ｄ(8/10発見)

8/10
の
状況

損傷

状況

未確認であるが、中詰材がすべて流

出しているため大規模な損傷が推定

される。

破れ幅は8cmであり、縫製部以外で

生じている。

破れ幅は5cmであり、縫製部以外で

生じている。

未確認であるが、中詰材の流出状

況から推定すると「変状箇所B」以

上の損傷が推定される。

部位
上段サンドパック

(8/10発見) アスファルトマット(8/10発見)

8/10
の
状況

損傷

状況

外側シートが摩耗により損傷(流出は

生じていない)
Asマットのめくれ、ちぎれが生じている。

また、番線の飛び出しも確認されている。

SP-No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.12 No.13 No.14 No.15No.6 No.7 No.8 No.9 No.10 No.11

変状箇所Ａ 上段損傷箇所 上段損傷箇所 上段損傷箇所

変状箇所Ａ 変状箇所Ｂ 変状箇所Ｄ変状箇所Ｃ

アスファルトマット露出(L=225m)
※めくれ有り

Ｎ

8k420 8k480 8k705



（5）平成26年8月12日（台風11号通過後）の状況 - 43 -

平成26年7月末より来襲した台風12号及び台風11号に

伴う高波浪の作用により、多くの箇所でサンドパックが
露出したものの、浜崖の後退は防ぐことができた。

しかし、施工箇所南部の約300m区間において一部変

状（サンドパックの損傷及び中詰砂の流出、アスファルト
マットのめくれ、背後養浜の流出）が生じた。

■埋設護岸による浜崖後退防止とサンドパック、アスファルトマットの一部変状

≪埋設護岸の変状の分類≫



（6）緊急調査 - 44 -

■変状が確認された南部の約300m区間におけるサンドパックの緊急測量

No.6

変状箇所Ａ 上段損傷箇所 上段損傷箇所

変状箇所Ａ 変状箇所Ｂ

上段損傷箇所

変状箇所Ｄ変状箇所Ｃ

SP-No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.13 No.14 No.15No.7 No.8 No.9 No.10 No.11 No.12

①
②

③

L=300m



（6）緊急調査 - 45 -

№０＋10№12＋2.9

標
高

（
T
.P

.ｍ
）

岸沖距離（ｍ）

100 20 30 40 50 60 70 80-10-20-30

0

-1

1

2

3

4

5

6

7

8
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10

№０+10

埋設護岸施工範囲（大炊田海岸） L=1,580m
アスファルトマットめくれ等

サンドパック変状H26.1撮影（サンドパック設置完了時）

N
L=300m

№12+2.9

岸沖距離（ｍ）

100 20 30 40 50 60 70 80-10-20-30

約20ｍの汀線後退約20ｍの汀線後退

サンドパックの位置 サンドパックの位置

■測量による台風前後の地形変化の把握



（7）埋設護岸の変状メカニズムの推定 - 46 -

アスファルトマットの沿岸方向の不陸
(変状箇所Ａのやや北側)

アスファルトマット下に異形ブロックが
あると思われるアスファルトマットの変形

アスファルトマット下に異形ブロックが
あり破損したアスファルトマット

変状箇所周辺の状況
高波浪来襲

埋設護岸前面の急激な侵食

Asマットが沿岸方向に不等沈下

下段サンドパックが変形

局所的に袋材作用張力が増大

作用張力が袋材強度を上回る

下段袋材が破損

Asマット下の
ブロック等による
不等沈下促進

・Asマットの重ね部と非重ね部の
 剛性の違いによる不等沈下
・Asマットのめくれに伴う吸出し
 による不等沈下

サンドパックの損傷メカニズム（推定）



（7）埋設護岸の変状メカニズムの推定 - 47 -

8月10日の波浪の作用状況 アスファルトマットのめくれ等の損傷メカニズム（推定）



（8）想定される危険性と立ち入りの規制 - 48 -

ちぎれたアスファルトマットの散乱

アスファルトマットの番線の突出、空洞

立入
た ち い り

禁止
き ん し

この先
さ き

、埋設
ま い せ つ

護岸
ご が ん

（サンドパック工法
こ う ほ う

）の一部
い ち ぶ

変
へ ん

状
じ ょ う

箇所
か し ょ

や

台風
た い ふ う

11号
ご う

の高
こ う

波浪
は ろ う

により砂浜
す な は ま

に大
お お

きな溝
み ぞ

や高
た か

い崖
が け

ができ

ているところがあり、転倒
て ん と う

や落下
ら っ か

等
と う

の事故
じ こ

が起
お

きる恐
お そ

れが

あるため、立入
た ち い り

禁止
き ん し

とします。

  ◎国土交通省
こ く ど こ う つ う し ょ う

による安全確認
あ ん ぜ ん か く に ん

が終
お

わり次第
し だ い

、立入禁止を解除します。

　   なお、解除
か い じ ょ

の時期
じ き

については未定
み て い

です。

  ◎当面
と う め ん

の間
あいだ

、皆様
み な さ ま

にはご迷惑
め い わ く

をおかけし大変
たい へん

申
も う

し訳
わけ

ありませんが

　   ご理解
り か い

とご協力
きょうりょく

のほどよろしくお願
ねが

いします。

問
と

い合
あ

わせ先
さ き

：　国土
こ く ど

交通省
こ う つ う し ょ う

　宮崎
み や ざ き

河川
か せ ん

国道
こ く ど う

事務所
じ む し ょ

　宮崎
み や ざ き

海岸
かい がん

出張所
しゅっちょうしょ

　電話
で ん わ

：0985-62-7050

想定される危険

大きな溝、高い崖による転倒、落下 アスファルトマットの
番線の突出

ちぎれたアスファルト
マットの散乱



（8）想定される危険性と立ち入りの規制 - 49 -

安全性の確保 ～ 立ち入りの規制 ～

■現状は、埋設護岸が設置されている大炊田海岸全域の立ち入りを禁止している。
■立ち入りの規制は、段階的に解除していく。

現 状



（8）想定される危険性と立ち入りの規制 - 50 -

安全性の確保 ～ 立ち入りの規制 ～

■サンドパック及びアスファルトマットの変状が確認された大炊田海岸の南区間（L=300m）以外は、
同様のサンドパックの変状が起きる可能性が低いと判断した段階で、立ち入り規制を解除する。

【第1段階】



（9）想定される危険性と立ち入りの規制 - 51 -

安全性の確保 ～ 立ち入りの規制 ～

■南区間（L=300m）において、現在実施中の応急対策工事が完了した段階で、南区間（L=300m）の
背後の通り抜けができるように立ち入り規制を解除する。

【第2段階】 （応急対策工事完了後）



（9）想定される危険性と立ち入りの規制 - 52 -

安全性の確保 ～ 立ち入りの規制 ～

■南区間（L=300m）において対策が完了した段階で、全域の立ち入り規制を解除する。

【第3段階】 （対策完了後）



（10）実施すべき詳細調査 - 53 -

■ 変状箇所Ａ（下段サンドパックの中詰材が全流出）の調査項目(案)

※ ○数字：推定メカニズムと調査検討項目の対応

高波浪来襲

埋設護岸前面の急激な侵食

Asマットが沿岸方向に不等沈下

下段サンドパックが変形

局所的に袋材作用張力が増大

作用張力が袋材強度を上回る

下段袋材が破損

作用外力の把握
・NOWPHAS（細島，宮崎日向沖）波浪、宮崎港潮位

・住吉海岸(自記式)波浪

地形変化の整理
・工事管理値、H26.6測量、損傷後の測量

Asマット下の
ブロック等による
不等沈下促進

・Asマットの重ね部と非重ね部の
 剛性の違いによる不等沈下
・Asマットのめくれに伴う吸出し
 による不等沈下

Asマット下の埋設物の確認
・Asマット撤去調査

Asマットの追随実態把握
・Asマットの岸沖方向の変形計測

サンドパックの変形状況の把握
・損傷後のサンドパック天端高測量

袋材に作用した張力の推定

袋材の損傷状況の把握
・損傷位置計測、損傷状況の記録

サンドパック損傷の推定メカニズム
推定メカニズムを確認するための

現地調査・検討項目

Asマット基部の標高把握
・損傷後の測量、鉄筋棒による計測

１ １

２ ２

３
４ ３

４

５

５

６

６

７

７
８

８



（10）実施すべき詳細調査 - 54 -

埋設護岸施工範囲（大炊田海岸） L=1,580m
アスファルトマットめくれ等

サンドパック変状箇所

H26.1撮影（サンドパック設置完了時）

N
L=300m

ABCD

■ 変状箇所Ｂ・Ｃ・Ｄの損傷メカニズムの調査項目(案)
損傷事項 損傷状況等 調査項目

◇ 漂着物による損傷 変状箇所Ｂ・Ｃは縫製部以外で生じており、漂着物により外部から損傷を受けた可
能性がある。

・袋材の損傷状況の把握
・漂着物の確認

◇ 養浜時の重機接触による損傷 変状箇所Ｂ・Ｃは縫製部以外で生じており、施工時の重機接触により外部から損
傷を受けた可能性がある。

・袋材の損傷状況の把握
・施工状況の確認

◇ アスファルトマットの
吊りワイヤー等による損傷

変状箇所Ｂ・Ｃは縫製部以外で生じており、アスファルトマットのワイヤーにより外
部から損傷を受けた可能性がある。

・袋材の損傷状況の把握
・ワイヤー飛び出し位置の把握

◇ 底面空洞化による損傷 サンドパック及びアスファルトマットの底面に空洞が生じたことにより、サンドパック
にたわみが生じ、異常張力により損傷した可能性がある。

・袋材の損傷状況の把握

■上段サンドパックの損傷メカニズムの調査項目(案)
損傷事項 損傷状況等 調査項目

◇ 物体衝突時の摩耗による損傷 尖った石やAsマット片等の比較的大きな物体がサンドパックに衝突した際に損傷
を受けた可能性がある。

・袋材の損傷状況の把握

◇ 物体衝突時の突き刺し
による損傷

Asマットの番線の突き刺しにより損傷を受けた可能性がある。 ・袋材の損傷状況の把握

■Asマットのめくれ・ちぎれのメカニズムの調査項目(案)
損傷事項 損傷状況等 調査項目

◇ Asマットのめくれ・ちぎれ 急激な地盤低下に伴いマットの下面に波浪が入り込み、マットを持ち上げるように
めくれが生じたことが推察される。また、一度めくれたマットが繰り返しめくれること
により、ちぎれが発生したことが推察される。

・めくれ・ちぎれの実態把握
・発生要因の推定（机上検討）
※ 外力（波浪・潮位）、地形変化状況、めくれ・ちぎれの実態把

握調査結果を踏まえ、めくれ・ちぎれが発生した要因を推定。



（11）第9回技術分科会における協議内容 - 55 -

【原 因】
・南寄りの波が卓越し、北上する沿岸漂砂が発生したため、損傷は最南端で生じたのではないか。
・来襲した波浪は非常に大きいわけではないが、急激な侵食が何らかの原因で起きていたことが考えら
れる。

【効 果】
・過去に実施した水槽実験でもそうであったが、ある程度越波してもサンドパックが沈下しなければ背後
の侵食は大幅に緩和されることが現地で確認された。その観点からは、サンドパックが効果を発揮した
と評価できる。

【調 査】
・アスファルトマットの沈下量、損傷形態及びサンドパックの損傷状況を詳細に調査し、損傷メカニズムを
明らかにすることが必要である。

・サンドパックの背後やアスファルトマットの下に空洞がないかを把握することが重要である。
・南端300ｍ区間だけでなく北側1,300ｍ区間についても測量するなど調査することが必要である。

【対 策】
・砂が堆積している箇所は、アスファルトマットを発掘し、その状況を見て対応を判断するのが妥当ではな
いか。

・アスファルトマットが損傷した箇所はマットを切断、撤去する。
・詳細調査を実施後、対策案を再考する。



- 56 -

４．宮崎海岸の工事と海岸の状況変化



（1）宮崎海岸の工事の概要 - 57 -

平成24年度

平成25年度



- 58 -

突堤工事と海岸の状況変化



（2）突堤工事 - 59 -

■平成24年度工事終了時 平成25年2月13日
撮影

２Ｋ２００

突堤 L=30ｍ



（2）突堤工事 - 60 -

２Ｋ４００

■ 平成25年度工事終了時 平成26年3月27日撮影

突堤 L=75ｍ

L=30ｍ



（2）突堤工事 - 61 -

■ サーフィン利用 平成26年5月15日撮影

２Ｋ２００



（2）突堤工事 - 62 -

２Ｋ４００

■ 最近の状況 平成26年9月4日撮影



- 63 -

動物園東の養浜工事と海岸の状況変化



（3）養浜工事 （動物園東） - 64 -

■ 平成24年度 動物園東 投入終了直後 平成25年3月6日撮影

４Ｋ6００



（3）養浜工事 （動物園東） - 65 -

■ 動物園東 台風20号来襲直後 平成25年9月26日撮影

４Ｋ6００



（3）養浜工事 （動物園東） - 66 -

■ 平成25年度 動物園東 投入終了直後 平成26年３月12日撮影

４Ｋ6００



（3）養浜工事 （動物園東） - 67 -

４Ｋ３００

■ 動物園 東サーフィン利用 平成26年4月30日撮影



（3）養浜工事 （動物園東） - 68 -

４Ｋ６００

■ 最近の状況 平成26年9月4日撮影



- 69 -

大炊田海岸の養浜工事、埋設護岸工事
と海岸の状況変化



（3）養浜工事、埋設護岸工事 （大炊田海岸） - 70 -

■平成24年度 大炊田海岸 投入終了直後 平成25年2月6日撮影

9Ｋ6００



（3）養浜工事、埋設護岸工事 （大炊田海岸） - 71 -

■ 大炊田海岸 台風20号来襲直後 平成25年9月26日撮影

9Ｋ6００



（3）養浜工事、埋設護岸工事 （大炊田海岸） - 72 -

■ 平成25年度 大炊田海岸 埋設護岸施工中 平成25年11月20日
撮影

９Ｋ6００



（3）養浜工事、埋設護岸工事 （大炊田海岸）
- 73 -

「埋設護岸」 ～サンドパック工法～ 現地見学会を開催しました

平成２５年１２月１４日（土）に埋設護岸工事の現地見学会を開催しました。
全国初となるコンクリートではない新たな素材(注)を用いた護岸【サンドパック】について、整備状況を

ご覧いただきました。

参加者は間近で見たサンドパックに興味津々といった様子で、表面に直接手を触れて質感を確認し
たり、積極的に質問したりしていました。
また、「コンクリートと比べて効果はどうなのか」「台風が来ても動かないのか」「効果に期待し

ている」「早く完成して欲しい」など、多くの意見が出ました。
いただいたご意見は、今後、サンドパックを管理していくにあたっての参考としていきます。

(注) 素材は、ポリプロピレン。ペットボトルのフタなどに使用されています。サンドパックの表面
イメージは、宮崎海岸出張所でご覧になれます。



（3）養浜工事、埋設護岸工事 （大炊田海岸） - 74 -

■ 平成25年度 大炊田海岸 覆土終了時 平成26年3月19日撮影

９Ｋ6００



（3）養浜工事、埋設護岸工事 （大炊田海岸） - 75 -

８Ｋ550

■ 大炊田海岸 埋設護岸の覆土上へのアカウミガメの上陸跡
平成26年5月22日撮影



（3）養浜工事、埋設護岸工事 （大炊田海岸） - 76 -

■ 最近の状況 平成26年９月４日撮影

９Ｋ6００



５．今後の予定 - 77 -

■ 埋設護岸変状 詳細調査 ・・・・・ 9月中
■ 宮崎海岸侵食対策検討委員会 技術分科会

・・・・・ 9月末
■ 宮崎海岸侵食対策検討委員会 効果検証分科会

・・・・・ 9月末
■ 宮崎海岸侵食対策検討委員会 ・・・・・ 10月末
■ 次回の宮崎海岸市民談義所 ・・・・・ 10月末以降

※ 今年度の工事の実施は、本日頂いた意見、上記の技術分科会、効果検証
分科会、委員会での協議を踏まえて決定する。



- 78 -

６．その他



（1）市民アンケート （平成26年2月～3月実施） - 79 -

宮崎海岸についての市民アンケートを実施しました
～魅力の第１位は「眼前に広がる太平洋」、不満の第１位は「砂浜が狭い」～

○アンケート実施期間
平成２６年２月～３月

○アンケート実施方式
対象者無作為抽出、調査票郵送送付・郵送回収

○アンケート対象者
宮崎市内（旧宮崎市、旧佐土原町、旧清武町）に
お住まいの20歳以上80歳未満の方
（2,000人に送付した結果、623人から回答をいた

だきました。）
○アンケート属性設定

性別、年齢、宮崎市での居住年数、居住地域（旧市町別に日豊本線より海側か陸側か）

宮崎河川国道事務所では、「宮崎海岸の侵食対策」が本格的に始動したことを機に、今後の事業実
施の基礎資料とさせていただくため、宮崎市内にお住まいの皆様2,000人を対象に「宮崎海岸侵食対
策事業に伴う市民意識アンケート調査」を実施しました。

その結果623人から回答をいただき、そのうち半数近い方々には自由記述欄に思い出話等を御記入
いただくなど、関心の高さを伺うことができました。御協力いただいた皆様に感謝を申し上げるとと
もに、事業実施にあたっての参考とさせていただきます。

特に、不満の第１位は突出しており、約４０％の方々が「砂浜が狭い」と回答されています。「宮
崎海岸の侵食対策」は、安全・安心の確保と環境・景観・利用への配慮を両立するために砂浜の回復
を基調とした計画となっていますが、当事務所では今後も引き続き事業の進捗を図り、これらの声に
応えていきたいと考えております。



（2）宮崎海岸 Publication(ホームページ)のリニューアル （平成26年４月） - 80 -

宮崎海岸のホームぺージをリニューアルしました


